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会議顛末書 

 記 録 者 落合 洋輔 

供 覧 

市 長 副 市 長 部 長 課 長 課長補佐 
主 査 

係 長 
グループ員 

       

件 名 令和４年１月副部長会議 

年 月 日 令和４年１月１９日（水） 

時 間 午前９時～午前１０時 

場 所 附属棟２階会議室 

欠 席 者 大貫総務部長（副部長兼務） 

内 容 

 

１ 龍ケ崎市テレワークスペース等整備促進事業の実施について 

  資料に基づき，企画課より説明を行った。 

 

≪主な意見・質疑≫ 

 ・ テレワークスペースの設置・運営にあたっては，都市計画法や消防法など各種法令

をしっかりと押さえるよう注意してほしい。 

⇒ 都市計画課をはじめ，関係各課と連携しながら進めていきたい。 

 ・ 他県では空家をテレワークスペースとして利活用している事例もあるようだが，本

市でもそうした事例は当てはめられるのか。 

  ⇒ 都市計画法上の制限などもあるので，一概に同じようにはできない。個別対応に

なるかと思われる。 

 ・ 整備に関しての参入企業等の当てはあるのか。 

  ⇒ つくば市内の企業のほか，別件でヒアリングを行った市内企業等にも話はして

いるが，具体的な話までは進んでいないのが現状。 

 ・ 設置企業が自企業のために単独で施設を設置する形でも補助の対象になるのか。 

  ⇒ 他の企業や個人も利用できるようにしなければならない。 

 ・ 既存のカフェ等との併設は可能か。 

  ⇒ 可能ではあるが，常態的にテレワークスペース等として利用できることが条件

として求められているので，「昼はテレワークスペース，夜はカフェ」といったよ

うな運用は対象外となる。 

 

２ 龍ケ崎市ＳＤＧｓパートナーシップ制度の創設について 

資料に基づき，企画課より説明を行った。 

 

≪主な意見・質疑≫ 

・ 具体的にどういった事業を進めていくのか。 

⇒ 登録企業等への登録証交付のほか，キックオフイベントとして企業等を集めて

講演，事例発表等を行っていく。また年度末の集会には交流会や取組発表といっ

た意味合いを持たせ，機運を盛り上げていきたいと考えている。 

⇒ 例として，㈱諸岡がピンクリボン運動に力を入れている。そうした取組の横展

開ができれば，事業としてのインパクトも強くなると考えている。 

⇒ 市全体の事業とも絡んでくる部分が出てくるので，その際には協力をお願いし

たい。 

・ 企業等の取組の周知が主な事業になってくると思われるが，ＳＤＧｓの認知度は

どの程度あるのか。 

⇒ 市民アンケートの結果では認知度が３割程度しかなかった。その中でも若年層
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や４０歳～６０歳代の認知度は高く，中間層や７０歳代以上の認知度が低いとい

った特徴があった。この取組を通じて認知度を上げていこうという狙いもある。 

⇒ また，企業はＳＤＧｓへの取組に対する意識が高い。ＳＤＧｓに取り組んでい

るかどうかで取引に影響が出ることもあると伺っている。 

・ 当事業の実施に当たり，認知度等の目標はあるのか。また適格性とはどのような

ことか。 

⇒ この事業自体がＳＤＧｓの認知度を高める取組のひとつであるため，具体的な

数値目標は次期最上位計画の中で定めていきたい。また，適格性は市税の滞納が

ない，暴力団関係者でないといったような，一般的な補助制度に設けられている

ような項目を指している。 

・ 次期最上位計画の方向性は決まっているのか。 

⇒ 現計画では重点施策だけを掲載していたが，次期計画では全施策を網羅するよ

うな形にしたいと考えている。ＳＤＧｓについては，重点的な取組の一つとして

検討している。また，各所管課の計画や関係する事業等にも関連させていく方向

とすることを考えている。 

 

 

３ その他 

(１) 来年度の資料共有についての事務連絡 

  ・ 企画課より以下のとおり報告を行った。 

   ・ 令和３年度中は，これまでと同様イントラメールで会議資料を共有する。 

   ・ 令和４年度以降は，庁議と同様，全庁共通内に副部長会議資料フォルダを作成

し，その中で共有する方向とする。 

 

要 措 置 事 項  

情 報 公 開  公  開  

非公開（一部非公開

を含む）とする理由 

（龍ケ崎市情報公開条例第９条 号該当） 

公開が可能となる時

期（可能な範囲で記

入） 

年  月  日 


